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平成２９年度  自己評価書  足立区立加平小学校   学校長  金泉 隆一 

１．総評 
 

(1) 年度初めの学校の状況 【学校の現状及び前年度の成果と課題】 

○学校の現状について 
・全校児童は476名｡新1年82名が入学｡16学級｡本年度より特別支援教室が開設される。教職経験10年目未
満の教職員が62.0％（内5年目まで28.6％）を占めている｡常に共通理解のもと同一歩調で統一した指導に努
めている｡経験豊かな先輩教員が少ないため､若手の教員を丁寧に指導する機会が少なく､授業力･指導力の
向上が課題である。PTAやPTAOB会､開かれた学校づくり協議会等､地域の方々に学校に寄せる熱い思いや
期待は大きく、また、とても協力的である｡児童数の増加に伴い、保護者の学校への思いや期待も変化してき
ている。本校の歴史と伝統を受け継ぎ、学校・保護者・地域の連携を強化しながら改革を進め、新生｢加平の
教育｣を推進していく。 
○前年度の成果と課題 
重点的な取組事項－１  学力の向上    
・区学力調査通過率 75％目指してきた。結果通過率は 80.1％（4 月）で設定目標を達成した。7月再調査通過
率 5ポイント増を目標に指導を積み重ねた結果 5.4 ポイント増の 85.5％を達成した。また、国語・算数の基礎
的基本的な学力の定着 70％以上の児童を 80％以上の目標は、国語 87.5％、算数 91.3％、全体として
89.4％で達成できた。達成できていない児童の定着状況をよく把握して、90％以上達成に向けての努力を続
ける。  

重点的な取組事項－２  基本的な生活習慣の確立    
・基本的な生活習慣の確立等を目指した取組は成果を上げてきている。特に挨拶については、教員・ＰＴＡ・協
議会委員による挨拶活動に加え、5・6 年児童による挨拶活動も実施し定着を図ってきた。生活リズム向上等
の生活習慣の確立に対する取組も少しずつではあるが成果を上げている。生活習慣の確立は、保護者の力
なくして達成できない。学校・開かれた学校づくり協議会からの情報発信の方法を工夫し、保護者との協働
体制を強化していく。 
重点的な取組事項－３  体力・運動能力の確実な向上    
・年間指導計画に基づき、体育の授業、食育・保健指導を通して児童の体力・運動能力の向上に努めてきた。
体育朝会の内容の見直しと計画的な実施、持久走や縄跳び等の取組方法の工夫を図り、保健指導・食育指
導についても養護教諭・栄養士と連携した指導を実践してきた。常にＰＤＣＡ（計画→実践→評価→改善）の
サイクルで改善し続けてきたことで成果を上げている。今後も常にＰＤＣＡサイクルを大切に、さらに充実に努
める。 
重点的な取組事項―４  幼・保・小・中の充実 
・年間計画に基づき、幼・保・小・中の連携の充実に努めた。幼・保・小の連携では、近隣幼稚園・保育園との
交流活動や保育参観・意見交流会を通して、小学校への円滑な接続に向けての指導改善に生かすことがで
きた。小中連携では、小中連携研究授業・協議会に参加することを通して、小中の学びの連続性を学び、指
導力の向上に努めた。来年度は教科別分科会を設定し、小中教員が協働で指導案検討・研究授業を通し
て、指導力を高めていく。 
重点的な取組事項―５  豊かな心の育成 
・「学校は楽しい」自己評価92.7%で設定目標を達成した。今後も道徳教育の充実、たてわり班活動、ふれあい
月間、音楽集会・鑑賞教室等による心の教育の充実を図る。また、課外スポーツ活動、かるた・百人一首等の
区のイベントに向けての練習や大会・イベントへの参加等、自分の得意なこと・好きなことに取り組める場を設
定する。 

 

(2) 今年度の重点目標とそれに向けた取組の概要 

重点的な取組事項－１   学力の向上   

・基礎的基本的な学力の定着  … 国語・算数の評価テストの正答率実施（年2回）。 

                          朝学習(15分間:漢字･計算)週3 回実施。 漢字、計算等ｽﾃｯﾌﾟｱｯﾌﾟ型学習の実施。 

                                     放課後補充教室の充実。 

・教員全員体制よる補充指導。（各学年30分以上週1日） 

・学級担任による補充指導。（週2日以上）  

宿題の提出状況調査実施。（年3回）   育ち指導の充実（3・4年） 

・授 業 力 向 上 …  1単位時間の授業参観（年2回以上）と指導・助言。 

                                  足立スタンダードの徹底        校内若手研修（年5回以上 主任教諭が主に指導）。 

 ・家 庭 学 習 の 定 着 …   目標時間に応じた課題、宿題の提示。  教師による家庭学習の確保の徹底。 

                                       家庭学習のてびき等で保護者へ啓発。  家庭学習実施状況調査の実施（年3回） 

・学力の定着状況の把握 …  ＳＰ表の分析、改善策立案・実施、評価の実施。（年 3 回） 

                                   課題に応じた指導法・形態の改善。    学力ポートフォリオを基に個に応じた指導。 
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重点的な取組事項－２   望ましい学習・生活習慣の確立   
・進 ん で 挨 拶 …  教員による挨拶活動の実施（毎朝・児童朝会・児童集会後）。 

                                     児童による挨拶活動実施（年 3 回）→（通年）。  

                                              ＰＴＡ・開かれた学校づくり協議会による挨拶活動実施（年 2 回：6 月・10 月）。 

                                    学級指導・道徳授業の充実。挨拶・返事の指導の徹底（毎日）。 

                                     学校関係者による評価実施（年 3 回）。 

・生 活 習 慣 の 確 立 …  生活習慣強化週間の設定（年3回）。 保護者会・個人面談・学校だより等で保護者を啓発。 

・意 欲 的 な 学 習 …  学習状況満足度調査実施（年 3 回） 

       調べ学習で図書室・パソコン室の活用。実績調査実施（年 2 回）。 

重点的な取組事項―３   体力・運動能力の確実な向上 
・体育科の指導技術の向上 …   体育部や外部講師等を活用した実技研修会の実施<2 回以上）。  

・体 育 的 活 動 の 充 実 …   縄跳び・持久走の取組、体育朝会の計画的な実施と実施方法の工夫・改善。 

                            加平ギネス（歴代最高記録）の掲示。     縄跳び大会の実施（年 1 回）。 

・遊 びや運 動 の日 常 化 …   外遊び・運動時間調査（年 3 回）。              ロングの外遊びの実施。 

・食 育 ・保 健 指 導 の充 実 …   担任と養護教諭・栄養士が連携した授業。・保健授業（3 年以上各１回以上） 

                                                    ・食育指導（各学年１回） 
                               発育測定時の保健指導（各学年年 3 回） 

                                    歯科指導の実施。・養護教諭による（2年以上各１回）・   歯科衛生士と連携による(1年1回)｡ 

                             ランチルーム給食時の食育指導実施。・栄養士による（36 回以上） 

重点的な取組事項―４  豊かな心の育成 
・自己肯定感の向上・・・・・・・・・・・・・・ ふれあい月間の取組（年３回）。  道徳授業の充実 。 

「思いやり・親切」「人権尊重」での公開授業実施（年１回）  全校朝会で活躍の賞讃。 

・思いやりの心を育む・・・・・・・・・・・・             全校遠足（年 1 回）。  縦割り班集会実施（年５回）。 縦割り班給食（年 2 回） 

クリーン作戦実施（年 1 回）。 人権メッセージ等人権尊重の取組。 

・読書や歌に親しみ、豊かな心を育てる・・・読書タイム実施（10 分間 週 5 回）   読書旬間実施（年 2 回）→（年 3 回）。 

                               音楽朝会実施（年 8 回）。          音楽鑑賞教室実施（年 1 回）。 
重点的な取組事項―５   幼・保・小・中の充実 
・教 員 の 交 流 研 修 …  近隣の幼稚園、保育との交流研修。           全教職員による公開保育参観・協議会。 

・児 童 、園 児 の交 流 園 …  園児の給食体験と１年生との交流活動。   行事への招待。 

・小中連携研修…            研究授業 各分科会  

・足立ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞに基づいた授業の実現に向けて指導案検討・授業研究の実施。 

・講師による助言を生かして授業改善を進める。 

・児童の中学校体験活動…      児童の授業体験、部活同見学実施。 
 
 

(3) 今年度の成果と次年度に向けた課題及び解決の方向性 

重点的な取組事項－１  学力向上    
・区学力調査通過率 80％以上を目指してきた。結果 4月通過率は 81.1％で目標を達成することができた。9 月再調査通過率 5ポイン

ト増を目指して指導を積み重ねた。結果 10 ポイント増の 91.1％を達成することができた。また、国語・算数の基礎的基本的な学力の

定着 70％以上の児童を 85％以上を目指してきた。結果、国語 88.7%、算数 92.8%、全体として 90.8%で達成できた。70％に達成してい

ない 9.2％の児童を中心に児童一人一人の基礎的基本的な学力定着状況を把握して、90％以上達成に向けての努力を続ける。  

重点的な取組事項－２  基本的な生活習慣の確立    
・挨拶、基本的な生活習慣の確立等を目指した取組は、成果をあげている。特に挨拶については、教員・ＰＴＡよる挨拶活動に加え、

全児童による挨拶活動（通年）を実施し、定着を図ってきた。通年で取り組んだことは、大きな成果につながった。生活リズム向上等

の基本的な生活習慣の確立に対する取組についても少しずつではあるが成果を上げてきている。保護者会の場やホームページ・学

校だより等のお知らせを活用して、保護者・地域の方への情報発信の方法をさらに工夫していくことが必要である。 

重点的な取組事項－３  体力・運動能力の確実な向上    
・年間指導計画に基づき、体育の授業、食育・保健指導を通して児童の体力・運動能力の向上に努めてきた。体育的活動について

は、体育朝会の内容の見直しと計画的な実施、持久走や縄跳び等の取組方法の工夫を図り、保健指導・食育指導についても年間

計画に基づき、養護教諭・栄養士と連携した指導を実践してきた。常にＰＤＣＡ（計画→実践→評価→改善）のサイクルで改善し続け

てきたことで成果を上げている。今後も常にＰＤＣＡサイクルを大切に、さらに充実に努める。 

重点的な取組事項―４  幼・保・小・中の充実 
・年間計画に基づき、幼・保・小・中の連携の充実に努めた。幼・保・小の連携については、近隣幼稚園との交流活動において小 1プロ

ブレムを意識して内容の改善を進めてきた。また近隣幼稚園・保育園の参観・意見交流を通して、発達段階における指導の違いを認

めつつ、小学校への円滑な接続に向けての指導改善に生かすことができた。小中連携については、教科別分科会を中心の研究授

業・協議会を通して、小中の学びの連続性について学ぶことで指導力の向上に努めてきた。今後さらに小中教員が協働で指導法等

の統一を目指し、授業研究を通して、授業力・指導力を互いに高めていけるように努める。 

重点的な取組事項―５  豊かな心の育成 
・「学校は楽しい」自己評価92.7%で設定目標を達成した。今後も道徳教育の充実、たてわり班活動、ふれあい月間、音楽集会・鑑賞教

室等による心の教育の充実を図る。また、課外スポーツ活動、環境かるた・将棋大会・百人一首等の区のイベントに向けての練習や

大会・イベントへの参加等、自分の得意なこと・好きなことに取り組める場を設定する。 
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(4) 保護者や地域へのメッセージ 
○学校、家庭、地域にはそれぞれの役目があります。学校は、子供たちに学力や体力をはじめ、人格形成の基礎を身につけさせてい

く役目があります。また、子どもたちに基本的な生活習慣が身につくようにして、学習効果を高めていくことも役目です。しかし、学校

だけで基本的な生活・学習の習慣を身につけることはできません。基本的な生活・学習の習慣の土台は、家庭であり、家庭の協力

なくして基本的な生活習慣を身につけることはできません。家庭での「躾」「健康管理」「家庭学習習慣」「社会規範（きまり）を守る」な

どは家庭の役目です。もう一つ家庭・地域・学校に共通の役目があります。それは、子供たちに「忍耐強さ」「根気強さ」「自制心」（心

の強さ）、「意欲」・「誠実さ」・「好奇心」（興味・やる気）、「社会性」・「協調性」（思いやり・協力）などの力を育てていくことです。家庭で

基盤をつくり、学校で知識や知恵を身につけ、地域で実践していくような連携がとれることを願っています。学校の取り組みにご理解

いただき、今一層のご協力をお願いします。 

○保護者・地域の皆様の学校に寄せる熱い想いを強く感じています。学校は、子どもあっての学校、地域あっての学校だと考えます。

ですから、学校は、子どもや保護者、地域の声に耳を傾け、子ども、保護者、地域の願いや思いを受け止めて教育活動を推進し、

「笑顔輝く加平小学校」を実現していきたいと考えます。そのためにも、学校は、子どもたちの学校での学習面・生活面の状況を保

護者の皆様や地域の皆様に積極的に発信することで共有し、協働して子供たちに働きかける体制を確立していきたいと思います。 
 

 

２．平成２９年度の重点的な取組事項   
＜達成度 ◎:十分に達成    ○:おおむね達成    △:達成せず    ●:課題が残る＞ 

 

重点的な取組事項－１ 学力の向上     

今年度の成果目標 達成基準 実施結果 コメント・課題 達成度 

基礎的基本的な学力の定着 

○区学力調査目標値通

過率を80%以上にす

る｡また9月実施の再

調査までに国・算数と

も各学年5 ポイント以

上改善し､通過率85%

以上にする｡ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○国語・算数の基礎的

基本的な学力の定着

70%以上の児童を85%

以上にする｡ 

・区学力調査通過率 81.1 %（4

月）で目標を 1.1 ポイント上

回った。 

(昨年度比１％増) 

9 月再調査では通過率 5 ポ

イント増を修正目標とし、結

果 91.1％で 10 ポイント増を

達成。12 月再調査結果

92.5%で、11.4ポイント増を達

成。 

 

 

 

 

 

 

 

・国語・算数の基礎的基本的

な内容の定着率 70％以上

の児童 

国語 88.7％ 

（前年度比 1.2 ポイント減） 

算数 92.8％ 

 （前年度比 1.5 ポイント増） 

全体 90.8％ 

（前年度比 1.4 ポイント増） 

･4 月通過率は国語 81.82％

（前年度比 4.6 ポイント増、

算数80.5%（前年度比2.5ポ

イント減）、全体 81.1％で前

年度比 1 ポイント増で、設

定目標を達成した。9 月に

は、国語 91.4 ％ 、算数

90.5％、全体 91.1％となり、

設定目標（4月比 5ポイント

増）を 10 ポイント増で達成

した。12 月通過率は国語・

算数とも 92.5%であった。児

童の実態に応じた新たな目

標設定し、指導改善と個に

応じた指導を充実・推進

し、学力向上を推進する。 

 

･定着率 70％以上の児童

90.8％で設定目標 85％以

上を達成することができ

た。今後も国語を中心に指

導改善・個に応じた指導の

充実に努め、70 点以上の

児童 90％以上を目指す。 

◎ 
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目標実現に 

向けた取組み 
達成基準 具体的な方策 実施結果 コメント・課題 達成度 

基礎的基本的な内容

の定着 

○基礎的基本的な

問題の国語・算

数の正答率 

70 点以上の児

童 85％以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○朝学習（週 3 回 15 分間）

の実施（国語・計算・漢字

等の学習） 

 

 

○放課後補充教室の実施 

全教員による指導・担任

による指導 

 

 

 

 

 

 

 

 

○サマースクール 

10 日間実施 

 

 

 

○宿題の提出率調査 

（年 3 回） 

 

 

 

 

 

 

 

 

○そだち指導の充実 

（3・4 年）  

・国語・算数の基礎的基

本的な内容の定着率

70％以上の児童 

国語 88.7％ 

算数 92.8％、 

全体で 90.8％ 

設定目標 85％以上 

を達成。 

 

 

 

･年間を通して 

朝学習(算数・国語)週

3 回計 121 回実施｡ 

 

 

･放課後補充教室 

 対象児童延べ人数 

１年 15 名 2 年 26 名 

3 年 15 名  4 年 16 名 

5 年 9 名  6 年 18 名 

     参加児童 99 名 

35 回実施。 

・学級担任による指導 

    週 2 回以上実施。 

  のべ 2419 名(12 月末) 

 

・全学年で必要な児童に

夏季補充教室を10日間

実施｡     

参加児童のべ 883 名。 

 

･宿題提出率 

93.5％で目標達成。  

（昨年度比 0.7％増） 

 

 

 

 

 

 

 

・育ち指導員よる指導 

 指導した児童は 

  3 年 17 名 

  4 年 17 名 計 34 名 

・基礎的基本的な

内容の定着率

70％以上の児童

90.8％で目標を

達成することがで

きた。指導改善・

個に応じた指導

に努め、70 点以

上の児童 90％以

上の継続を目指

す。 

･朝学習・土曜授

業･補充教室･夏

季補充教室の実

施体制や方法を

改善し、学力向

上に努めてきた。

来年度も、学力

向上をめざし、復

習を中心に実施

方法等を検討・

改善し続ける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 宿題の提出率

90％以上を目指

したが 3.5 ポイン

ト増。落ち着いた

学校生活の確立

とともに保護者と

の連携を進め、

90％以上の達成

を維持する。 

 

・めあてを明確に

し、より効果的な

指導を進め、教

室の退室者を増

やす。 

◎ 
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目標実現に 

向けた取組み 
達成基準 具体的な方策 実施結果 コメント・課題 達成度 

教員の授業力向上 

○1 単位時間の 

授業観察 

（年 2 回以上） 

 

○日常的 

授業観察 

 

○研究授業 

（1 回以上） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○若手研修 

（年 5 回以上） 

○1 単位時間の授業観察と

指導・助言 

（年 2 回以上） 

 

○日常的授業観察と指導・

助言 

 

○足立スタンダードの徹底 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○校内若手研修 

（主任教諭が主に指導）  

 

 

 

 

・1 単位時間の授業観察 

指導・助言年 2 回、ショ

ートの授業観察を実施。 

 

 

 

 

・講師を招聘した小中連

携研究授業6回実施し、

足立スタンダードに基づ

く授業展開を通して「課

題解決型授業展開の実

現」を目指した。日々の

授業改善を進める指導

を受けた。 

･足立スタンダードに基づ

く授業展開の定着を目

指し、教師 1 名につき 1

単位時間の授業観察を

年 2 回以上実施し授業

力向上に向けて指導し

た。またショートの授業

観察も実施し、適時指導

した。 

 

・若手研修についてはう

まく実施できなかった。

研修資料を作成 （ 42

号）。全教職員に配布し

適宜指導した。 

 

・外国語活動研修を実

施。講義・演習・授業研

究を通して研修を進め

た。 

・実験器具の扱い方研修 

（9 月） 

･ＯJT、管理職に

よる授業観察、

教科指導員によ

る授業観察によ

り授業力は向上

してきた。今後も

「児童の主体的

な学び」を目指し

て、足立スタンダ

ード（問題解決型

学習）の授業展

開の定着と充実

を図っていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・研修資料を作成

し定期的に配布

した。資料をもと

に若手向け資料

ではあるが、全

教職員対象に向

けて資料をもとに

研修を行った。外

国語研修・実験

器具研修実施。

今後、さらに充実

させていく。 

〇 

家庭学習習慣の定

着 

○家庭学習 

低学年 20 分 

中学年 40 分 

高学年 60 分 

定着率 

90%以上 

○目標時間に応じた 

課題、宿題の提示 

○教師による 

家庭学習の確認の徹底 

 

 

 

 

 

○家庭学習のてびき等で

保護者へ啓発 

 

 

 

○家庭学習実施状況調査 

（年 3 回） 

･低・中・高学年の時間に

応じた宿題を出し､提出

状況を毎日確認し、忘

れた児童は、学校で必

ずやらせてきた。 

 

 

 

 

・家庭学習のてびきは、

保護者会を活用して(4

月)に配布し協力依頼し

た。 

 

･家庭学習実施状況調査 

年 3 回実施｡ 

家庭学習定着度 86.7％ 

（前年度比 

1.1 ポイント減）  

･家庭学習定着率

は､86.7％（前年

度比で 1.1 ポイン

ト増）で設定目標

を達成できなかっ

た。全学年 90％

以上達成できた。 

家庭学習のてび

きを活用し、児童

への指導とともに

家庭との連携を

図り 90％以上の

維持・向上を目

指す。一部児童

への個別対応を

して家庭学習へ

の 意 識 を 高 め

る。 

△ 
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目標実現に 

向けた取組み 
達成基準 具体的な方策 実施結果 コメント・課題 達成度 

学力の定着状況の

把握 

○区学力調査目

標値通過率 

  80%以上 

 

 

 

○7 月再調査目標

値通過率 

85%以上 

○ＳＰ表の分析、改善策立

案・実施、評価の実施 

（年 3 回） 

 

 

 

○課題に応じた指導法指

導形態の改善 

 

 

 

 

 

 

 

○学力ﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵを基に、

個に応じた指導の充実 

・区学力調査通過は、

81.1%（前年度比1ポイン

ト）で設定目標を 10 ポイ

ント上回り目標達成し

た。 

 

・9・12 月再調査通過率を

5 ポイント増修正目標と

し、達成状況をチェック

しながら個に応じた個別

指導を実施｡結果 9月通

過率 91.1％、12 月通過

率 92.5%を達成。目標達

成した 

 

・常に結果を分析し、放課

後補充教室、担任によ

る補充指導等で個に応

じた指導を進めてきた。 

･4 月通過率は国

語81.8％（前年度

比 4.6 ポイント

増 、算数 80.5%

（前年度比 2.5 ポ

イント減）、全体

81.1％で前年度

度比 1 ポイント増

で設定目標 80％

以上を達成した。

9 月には、国語

91.4% 、 算 数

90.5% 、 全 体

91.1％と 10 ポイ

ント増、12 月に

は、国語・算数共

に 92.5%、全体で

92.5%と 11.4 ポイ

ント増で設定目

標を達成した。 

次年度以降通過

率 85％をめざし

ていく。 

・児童一人一人の

実態に応じた指

導改善と個に応

じた指導を充実・

推進し、学力向

上を推進する。 

◎ 

 

 

重点的な取組事項－２ 望ましい学習・生活習慣の確立  

今年度の成果目標 達成基準 実施結果 コメント・課題 達成度 

望ましい学習・生活習慣の確立 

進んで挨拶       

80％以上 

早寝           

70％以上 

早起き          

90％以上 

朝食摂食率       

95％以上 

学習状況満足度   

85％以上 

･挨拶は全校で 95 ％以上の児

童ができている｡ 

進んで挨拶はできるは、関係

者評価で  83．0％達成。 

（前年度比 9.7 ポイント増） 

 

・早寝       71.3％達成 

（前年度比 5.9 ポイント増） 

     

・早起き     92.3％達成 

（前年度比 2.3 ポイント減） 

 

･朝食摂食率  97.0％達成 

（前年度比 0.8 ポイント増）。 

 

 

 

 

 

･学習状況満足度調査  

89.3％達成。 

（前年度比 0.9 ポイント増） 

･挨拶運動に､全児童が参加

した｡進んで挨拶する児童が

関係者評価で 83.0%まで増

上昇した。先生の名前を言

って挨拶する子や笑顔で挨

拶をする子、立ち止まって挨

拶する子も増えてきている。 

･早寝は全体として 71.3％で

前年度比5.9 ﾎﾟｲﾝﾄ増となり

設定目標を達成することが

できた。1・4・6 年で 70％と

以上を達成。今後は全学

年通して 70％以上の達成

を目指す。啓発方法を見直

し、早寝についての必要性

を継続的に啓発し、学校・

家庭との連携を強化してい

く。 

 

・設定目標 85％以上を達成

できた。落ち着いた学校生

活を送れるよう、授業改善

に努めていく。 

◎ 
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目標実現に 

向けた取組み 
達成基準 具体的な方策 実施結果 コメント・課題 達成度 

進んで挨拶 

○挨拶できる： 

90%以上 

○進んで 

挨拶できる： 

80%以上 

○教員による挨拶活動の 

実施 

（毎朝・児童朝会・ 

児童集会後） 

○児童による挨拶活動 

実施 （年 3 回） 

 

○ＰＴＡ・開かれた学校づく

り協議会による挨拶活動

実施（年 2 回） 

 

 

○学級指導・道徳授業の 

充実。 

・挨拶・返事の指導の徹底

(毎日) 

 

○学校関係者による 

評価実施 （年 3 回） 

・年 3 回実施予定だった

児童による挨拶運動を

全学年とし通年に変更し

た。教員も参加し通年で

取り組んだ。 

 

 

・ＰＴＡ・開かれた学校づく

り協議会による挨拶活

動を年 2回（6月・10 月）

実施。 

 

・学級指導、生活指導（週

目標等）、道徳授業等で

適宜取り上げ指導を積

み上げてきた。 

 

・95 ％以上の児童が挨

拶できている｡ 

進んで挨拶はできるは、

関係者評価で  

83．0％達成。 

(前年度比 9.7 ﾎﾟｲﾝﾄ増) 

・全学年児童と教

員による挨拶運

動、ＰＴＡ・開かれ

た学校づくり協議

会による挨拶活

動の取組を通し

て、元気に・笑顔

で挨拶する姿が

多くなった。一言

付けて・立ち止ま

って挨拶する姿

も増えてきてい

る。今後もこの取

り組みを継続して

いく。 

 

 

・めあてを明確に

してさらに指導を

継続し、進んで挨

拶する児童を増

やし 80％を達成

したい。 

◎ 

生活習慣の定着 

○早起き：90%以上 

早  寝：70%以上 

朝ご飯：95%以上 

ｹﾞｰﾑ･ﾃﾚﾋﾞ視聴：

80%以上 

○生活習慣強化週間の 

設定 （年 3 回） 

 

○保護者会・個人面談・ 

学校だより等で保護者を

啓発 

･ﾊｯﾋﾟｰ貯金表の結果 

・早寝     71.3％達成 

(前年度比 5.9 ﾎﾟｲﾝﾄ増) 

    高 72.4％ 

(前年度比 4.9 ﾎﾟｲﾝﾄ増) 

    低 70.1％ 

(前年度比 1.3 ﾎﾟｲﾝﾄ増) 

 

・早起き   92.3％達成 

(前年度比 1 ﾎﾟｲﾝﾄ増) 

 

･朝食摂食率 

 97.0％達成 

(前年度比 0. 5 ﾎﾟｲﾝﾄ増) 

 

･ﾃﾚﾋﾞ視聴等 

(2 時間以内) 

  …  90.2％達成 

(前年度比 1.9 ﾎﾟｲﾝﾄ増) 

 

･外で遊んだし運動したり

する… 91.3％達成 

(前年度比 0.6 ﾎﾟｲﾝﾄ減) 

・設定項目すべて

(早寝､早起､朝

食･ﾃﾚﾋ ﾞ視聴､

外遊び･運動)は

設定目標を達

成することがで

きた。 

･課題であった早

寝については、

低学年・高学年と

もに 70％を上回

り成果が表れて

きた。 

今後もPTA・開か

れた学校づくり協

議会との連携に

より、家庭への啓

発を強化し、70％

以上の達成率の

維持・向上を目

指す。 

◎ 

意欲的な学習 

○学習状況 

満足度： 

85％以上 

○学習状況満足度調査 

実施（年 3 回） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・授業アンケート 

満足度 93.9%達成。 

(前年度比 4.6 ﾎﾟｲﾝﾄ増) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・学習状況満足度

調査 93.9％。前

年度比 4.6 ポイン

ト増で設定目標

を達成した。意欲

的に、真剣に、粘

り強く学習する姿

を基本として指導

を積み重ねるとと

もに、問題解決

学習を重視した

授業改善 を 進

め、90％以上の

維持・向上を目

指す。 

○ 
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目標実現に 

向けた取組み 
達成基準 具体的な方策 実施結果 コメント・課題 達成度 

○調べ学習で学校図書館･

ﾊﾟｿｺﾝ室活用 

  ・活用実績調査実施 

（年 2 回） 

・調べ学習での図書室と

パソコン室の活用は、2

年以上で年間 5・6 回活

用。 

 ・図書室のみ  227 回

（前年度比 167 回増） 

・パソコン室のみ 135 回

（前年度比 74 回増） 

 ・図書室とパソコン室 

     同時使用 15 回 

（前年度比 11 回減） 

・調べ学習時にパ

ソコン室だけの

利用、図書室だ

けの利用は前年

に比べ増えた。し

かし、図書室とパ

ソコン室の活用

が前年度より減

ってしまった。同

時使用の機会を

拡大していく。 

 

重点的な取組事項－３ 体力・運動能力の確実な向上  

今年度の成果目標 達成基準 実施結果 コメント・課題 達成度 

体力・運動能力の確実な向上 

○東京都体力・運

動能力調査で、

全種目で全国

平均値に近づ

ける。 

 

 

 

 

 

 

○１日１時間以上

外遊び・運動す

る児童 

８５％以上。 

・東京都体力・運動能力調査結

果、男子は 1・5・6 年、女子は

1・2・3・6 年が総合点で都平均

値を上回った。また全国平均

値との比較では、男子 1・5 年

が上回り、女子は 1・4 年で同

等であった。他学年も全国平

均値とほぼ等しい結果であっ

た。学校全体として握力・ソフ

トボール投げ・長座体前屈が

課題である。 

・1 日 1 時間以上外遊び・運動

する児童  91.3%達成。 

（前年度比 0.6 ポイント減） 

・東京都体力・運動能力調

査結果は、都平均値・全国

平均値を上回った学年が

減ってしまった。学校全体

として握力・ソフトボール投

げ・長座体前屈に課題があ

る。日々の取組を工夫改善

し向上を図る。 

 

 

 

・「エンジョイタイム」、縄跳び

大会の実施等の取組を実

施してきた。この取組の充

実を図り、さらなる体力向

上を目指したい。 

○ 

 

目標実現に 

向けた取組み 
達成基準 具体的な方策 実施結果 コメント・課題 達成度 

体育科の指導技術

の向上 

○校内研修会実施

（年 2 回） 

○体育主任を中心にした体

育部や外部講師等を活

用した研修会の実施 

・実践研修として器械運

動の公開授業を実施。 

（9 月） 

 

 

 

・体育主任を中心とした

体力調査、水泳指導研

修会も各１回実施。 

・実践研修として

「機会運動」の公

開授業を通して

伝達研修を実施

した。 

 

・指導技術の向上

は、児童の体力・

運動能力の向上

に向け、来年度も

計画的な実技研

修会を実施する。 

○ 

体育的活動の充実 

○縄跳び：全員自

己目標達成 

○持久走：全員自

己目標達成 

○体育朝会年 7 回

以上実施 

○縄跳び・持久走の取組、

体育朝会の計画的な実

施と実施方法の工夫・改

善 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・持久走・縄跳びの取組

では、自分が設定した目

標を全員が達成すること

ができた。 

 

・長縄では学級で目標を

決めて取り組んだ。 

・体育朝会７回実施。 

（集団行動、ラジオ体操、

縄跳び等） 

 

 

 

 

･持久走・縄跳び

の取組では、一

人一人がめあて

をもたせ、練習に

取り組ませてき

た。記録会では、

自分のもてる力

を発揮し、達成感

を味わわせること

ができた。体育朝

会では集団行動

等計画的に実施

できた。さらに改

善・充実する。 

◎ 
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目標実現に 

向けた取組み 
達成基準 具体的な方策 実施結果 コメント・課題 達成度 

○加平ギネス 

（歴代最高記録）を掲示 

 

 

○縄跳び大会の実施 

・加平ギネス（過去最高

記録）校内掲示 

（5 月以後随時） 

 

・縄跳び大会実施（２月） 

 

 

 

 

・縄跳び大会を実

施し、短縄の取

組 の 充 実 を 図

る。 

遊びや運動の日常化 

○外遊び・運動：

85％以上 

○外遊び・運動時間調査

（年 3 回） 

 

 

 

○ロングの外遊びの実施 

（月１回） 

・外遊び・運動時間調査 1

日 1 時間以上 

91.3％達成。 

（前年度比0.6ポイント増） 

 

・月１回 11 回実施。長縄

跳びを中心に運動に取

り組んだ。 

・月一回ロング休

み時間を設定し、

学級全員で、長

縄 跳 び を 中 心

に、遊びや運動

を実施した。 

平素から外遊び

をする児童が増

えた。進んで外遊

びや運動をする

児童を増やして

いく。 

◎ 

食育・保健指導の充

実 

○食育・保健に関

する授業 

各学年２回以上

実施 

○担任と養護教諭･栄養士

の連携授業 

･保健授業 

(3 年以上各 1 回以上) 

･食育指導(各学年 1 回) 

 

○発育測定時の保健指導

実施 

 

 

○歯みがき指導の実施 

・養護教諭による（2

年以上各 1 回） 

・歯科衛生士との連携に

よる( 1 年 1 回) 

 

 

○ランチルーム給食時の食

育指導実施 

・栄養士による（36 回

以上） 

 

 

･保健授業 3～6 年で１回

以上実施。 

 

 

・発育測定時に保健指導

を各学年 3 回計 18 回実

施。 

 

・養護教諭による歯科指

導 2 年生以上で各 1 回

実施。  

・歯科衛生士と連携した

指導を 10 月に 1 年生で

実施。 

 

・栄養士による食育指導 

各クラス 2～3 回計 35 回 

お別れ給食      1 回 

計 36 回 

設定目標を達成。 

・担任と養護教諭・

が連携した授業

等計画的に実施

することができ

た。今後さらに充

実を図る。 

・養護教諭による

指導は確実に実

践された。内容も

毎年工夫改善さ

れ、児童にわかり

やすいものになっ

てきている。 

 

 

 

 

・ランチルーム給

食・食育指導を各

学年年 2～3 回、

お別れ給食 1 回

計 36 回実施し

た。設定目標を

達成した。可能な

限り実施してき

た。来年度も充

実したものにして

いく。 

◎ 
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重点的な取組事項－４  豊かな心の育む    

今年度の成果目標 達成基準 実施結果 コメント・課題 達成度 

自己肯定感 ・ 思いやりの心を育てる  

○児童・保護者・

地域のアンケー

トで｢楽しく学校

生活を送ってい

る｣   90％以上 

○児童・保護者・地域アンケー

トで  「楽しく学校生活を送っ

ている」 

児童：95.8%達成。 

（前年度比 3.1 ポイント増） 

保護者・地域：98.6％達成 

(前年度比 5.5 ﾎﾟｲﾝﾄ増) 

 

「楽しく学校生活を送ってい

る」について設定目標を達

成することができた。今後

も教育活動を工夫し、友だ

ちや先生とのかかわり合い

を通して、すべての児童が

楽しい学校生活であるよう

努める。 

◎ 

 

目標実現に 

向けた取組み 
達成基準 具体的な方策 実施結果 コメント・課題 達成度 

自己肯定感の向上 

楽しく学校生活を

送っている 

学校が楽しい 

             

90%以上 

○ふれあい月間の取組 

（年３回） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○道徳授業の充実  

「思いやり・親切」「人権尊

重」での公開授業実施 

（年１回） 

 

 

 

 

 

 

○全校朝会で活躍の賞讃 

・ふれあい月間実施。 

（年 3 回） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・道徳授業 

地区公開講座実施。 

（7 月） 

 

 

 

 

 

 

 

・日々の活動でのよさや

がんばりを賞讃するとと

もに、全校の前で表彰す

る等実施。  （通年） 

 

 

 

 

・「学校が楽しい」と 

感じている児童   

95.8% 達成 

(前年度比 3.1 ポイント増） 

保護者・地域 98.6%達成 

（前年度比5.5ポイント増） 

・ふれあい月間に

は、いじめ防止に

関する朝会講話

を実施した。また

児童による「お世

話になっている

地域の方等への

感謝集会」「思い

やり集会」等を実

施した。 

 

・「思いやり・親切」

「人権尊重」を重

視し、道徳授業

地区公開講座を

7 月に実施した。

講師を招聘し、

「自信をもつこと」

をテーマに講演

会を実施した。 

 

・朝会では百人一

首、スポーツ大

会、将棋大会等

でのがんばりを

表彰するととも

に、日々のがん

ばりも賞讃した。 

 

・「学校が楽しい」

と感じている児童

が増えている。今

後も「笑顔輝く学

校」を目指してい

く。 

◎ 

思いやりの心の育む 

異学年活動や児

童会活動は楽しい 

            

90%以上 

○全校遠足（年 1 回） 

 

○縦割り班遊び実施 

（年５回） 

 

○縦割り班給食(年２回) 

 

 

 

 

 

 

 

・全校遠足 6 月実施。 

（元渕江公園） 

・縦割り班集会 

年 5 回実施。 

 

・縦割り班給食は実施で

きなかった。企画を変更

し、お別れ給食会を 1 回

実施。 

 

 

 

 

・異学年交流の場

として縦割り班遊

びを実施した。6

年児童を中心に

遊びの計画を立

て、楽しく過ごす

ことができた。縦

割り給食は実施

できず、お別れ

給食として、6 年

生と下級生が一

緒に会食する場

面を設定した。。 

◎ 
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目標実現に 

向けた取組み 
達成基準 具体的な方策 実施結果 コメント・課題 達成度 

○クリーン作戦実施 

（年 1 回） 

 

 

 

 

 

○人権ﾒｯｾｰｼﾞ等人権尊重

の取組 

・クリーン作成実施 

（9 月）。 

 

 

 

 

 

・人権メッセージ（6 年：6

月）に取り組み、代表児

童が都人権メッセージ大

会（9 月）で発表。12 月

全校朝会でメッセージを

発表し、全校で「人権の

花」の取組を実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・異学年活動や児童会活

動が楽しい 

  児童自己評価 

異学年活動   

98.8％ 

(前年度比 31.1 ﾎﾟｲﾝﾄ増) 

児童会活動   

95.8％ 

(前年度比 7.2 ﾎﾟｲﾝﾄ増) 

 

・1 年生は校内、2

年生以上は校外

に場所を分担し

て実施した。保護

者の方の参加も

得て実施できた。 

 

・6 年児童全員が

人権メッセージに

取り組み、代表

児童が都人権メ

ッセージ大会で

発表した。区最

優秀賞を受賞し

た。 

12 月全校朝会で

に代表児童のメ

ッセージを発表

し、全校児童で

｢人権の花｣の取

組を実施した｡ 

 

・異学年活動（縦

割り班遊び等）に

ついては、98.8 で

設定目標を達成

した。前年度比

31.1％増は、異

学年のかかわり

が充実してきたこ

とと捉えている。

異学年のかかわ

りは思いやりの

心や感謝の気持

ちをもつために

大切な活動ととら

えている。今後も

活動を工夫し、充

実していく。 

読書や歌に親しみ、

豊かな心を育む 

進んで読書をする  

80%以上 

 

歌をしっかり歌う

児童  80%以上 

○読書タイム実施 

（10 分間 週 5 回） 

 

○読書旬間実施（年 3 回） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○音楽朝会実施（年 8 回） 

 

 

 

 

 

○音楽鑑賞教室実施 

（年 1 回） 

・読書タイム 

186 回実施。 

 

・読書旬間（6 月 10 月 2

月）の年 3 回に実施。 

読み聞かせ等も実施し、

読書量が増えてきた。 

 

・進んで読書をする。 

 児童自己評価 

98.0％達成 

(前年度比 16.2 ﾎﾟｲﾝﾄ増) 

 

・音楽朝会年 8 回実施。 

 

・歌をしっかり歌う児童  

99.0% 

（前年度比6.4ポイント増） 

 

・音楽鑑賞教室年 1 回 

（１2 月）実施 

・読書タイムにより

落ち着いて午後

の授業に取り組

んでいる。読書

の質を高める工

夫をしていく。 

・読書旬間を冬に

も設定し、年 3 回

とした。今後も読

書に親しむ機会

を増やしていく。 

 

 

・音楽朝会では、

全 校 合唱 を 実

施。合唱団を設

立。60 名の児童

が参加している。 

 

・今後も機会を大

切にしていく。 

◎ 



 
12 

重点的な取組事項－５ 幼・保・小中の連携の充実  

今年度の成果目標 達成基準 実施結果 コメント・課題 達成度 

幼・保・小・中の連携の充実 

指導案検討会・研究

授業、幼児・児童・

生徒の情報交換

会、交流研修等  

年8回以上 

・小中連携協議会 7 回実施。 

うち研究授業年 3 回実施。 

（指導案検討 3 回） 

 

 

 

 

 

・園児との給食体験と 1 年生と

の交流活動年 3回実施。教員

の交流研修１回（3 人）実施。

全教職員が公開保育を参観・

協議会へ参加した。 

・小中連携校の研究授業・

協議会を７回実施し、小

中の連続性を意識した指

導について研修を深め

た。教科別分科会を設定

し、指導案検討・研究授

業・協議会を計6回、連携

校の成果を共有した。 

・交流活動（3 回）・交流研修

（1 回）を通して、共通実践

事項の確認と指導の状況

を共有し、より円滑な接続

に向けて手立ての共有が

できた。 

・幼保小中連携研修として 

計 11 回実施できた。 

◎ 

 

目標実現に 

向けた取組み 
達成基準 具体的な方策 実施結果 コメント・課題 達成度 

教員の交流研修 

○幼保園との交流

研修、公開保育

参観・協議会へ

の参加 

（全教職員参加） 

○近隣の幼稚園、保育園と

の交流研修 

 

 

 

○全教職員による公開保育

参観・協議会 

･保育園での交流研修 3

名で１回実施。保育園で

の指導について理解を

深めた。 

 

・近隣幼稚園・保育園の

公開保育参観・協議会

に全員が参加。 

･ 幼 稚園 との交

流、保育園での

交流研修を通し

て、互いの指導

の状況について

知るとともに、指

導の連続性の重

要性を再確認す

ることができた。

小学校スタート時

の効果的な指導

につなげていく。 

◎ 

児童、園児の交流 

○１年生が交流活

動を実施 

 

 

 

○行事への招待 

○園児の給食体験と 1 年生

との交流活動 

 

 

 

○行事への招待 

･幼稚園児の給食体験と

１年生との交流は、近隣

幼稚園 2 園と近隣保育

所 1 園で各１回実施。 

 

・展覧会に幼稚園・保育

園・障がい者施設の方

を招待。（1 月） 

◎ 

小中連携研修 

○足立スタンダー

ドに基づいた授

業展開の充実

を目的とした小

中連携における

研究会 

（年 7 回） 

○研究授業 各分科会 

・足立スタンダードに基づい

た授業の実現に向けて指

導案検討・授業研究の実

施。 

・講師より助言を生かして授

業改善を進める。 

･小中連携 4 月全体会を

スタートとして小中連携

協議会 7 回実施。全体

会 1 回、指導案検討 3

回、研究授業3回実施。

小中学校の教員が教科

別分科会にわかれ指導

案検討・研究授業を実

施。研究協議のあと講

師の指導を受けた。 

･小中連携は教科

別分科会を設定

し、指導案検討・

研究授業・協議

会を実施した。課

題解決型授業展

開の充実を目指

して研修を進め

てきた。指導方

法等の連続性を

意識し、連携研

究を進める。 

◎ 

児童の中学校体験

活動 

○中学校体験活

動 （年 2 回） 

○児童の授業体験、部活動

見学実施 

・中学校授業体験・部活

見学実施。（6年各1回） 
◎ 

 
３．学校活動全般について 
・平成２６年度に新校舎に移転。平成２８年度には、校庭の拡張、ビオトープが完成した。新校舎の恵まれた環境を生

かした教育活動を進めてきている。来年度の新入児童数は９３名３学級が見込まれている。全校児童は４４名増の５

１９名、学級数も２学級増の１７学級となる予定である。本年度特別支援教室が開 設された。特別支援教室と学級と

の情報交換を密にし、個に応じた指導を充実させ、児童一人一人のよさを引き出す指導を推進していく。またビオトー

プを生かした環境教育や道徳教育や特別活動の充実を図り、豊かな心の育成にさらに力を入れていく。何よりも一

時間の日常の授業を大切にして、授業を通して学習内容だけでなく、「人とかかわる力」「自分を知る力」「解決する

力」等を育成していきたい。今後も毎年児童数増が見込まれる。教職員数の増加もあり、これをチャンスととらえ、学

校全体を活性化させ、チャレンジ精神をもって教育活動を充実いくとともに、さらに家庭・地域との連携を強め、ともに

子どもに働きかけていく体制を強化していくことが本校の使命である。 
 


